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スロイス動物学講義とDLubachの「動物学入門」

板垣英治

TheZoologylecmredbyP.』.Ａ･SluyMnd“mersteGrondbeginselen

derDierlmnde,１８７０，，describedbyD･Lubach

lTAGAKIEUi

明治４年に金沢医学館で，ＰＪＡスロイスは基礎医学

の科目として，動物学の講義を行った．生徒の藤本純吉お

よび稲坂謙吉の筆記したこの講義の記録｢動物学」（以下，

「藤本動物学」と略記する.）が残されている（図１）（１，

２）．この講義ではスロイスは，哺乳動物から原生動物ま

での１４類（現在の「門」にあたる）の動物を取り上げて

いた．さらに医学所教師大田美農里は明治７年５月に石川

県学校蔵梓として『斯魯斯氏講義官許動物学初編一・二」

を出版した（図１）（以下，「官許動物学」と略記する．）

（３）．本書には脊椎動物一ほ乳類，鳥類，翻團動物類，

魚類一のみが記載されていた．さらに，上野益三は本書を

わが国最初の近代動物学のテキストとして，「江戸古典科

学叢書』３４巻に翻刻・掲載した（４）．しかし，このス

ロイスの動物学の講義の底本はこれまでに明らかでなく，

脊椎動物以外の動物種に関しての調査・研究・解説も行わ

れていなかった．

この程の調査・研究の結果，スロイスがこの講義に使用

した中心となる底本は、オランダの動物学者Douwe

Lubachが1870年にTielでＨＣＡＣＡＭＰＡＧＮＥ社より出

版した『動物学入門」の第４版であることが明らかとなっ

た（図１）（５）．さらに，動物種の分類の講義には，

1868~1870年に出版された「オランダの自然史」全書中の

HSchlegelが記述したほ乳類篇（６），鳥類篇（７），魚

類篇（８），は虫類篇（９）を，SCSVanVollenhoven

が記述した関節動物篇（１０），Ｊ・AHerklotsが記述した

軟体動物と下等動物篇（１１）を参考資料として使用して

いたことが明らかとなった．この結果，スロイスの講義と

これらの書籍の記載内容との詳細な比較が可能となり，明

治初期のわが国の動物学史上で､スロイスの動物学講義の

意義を正しく評価をすることが可能となった．

本稿では，Lubachの「動物学入門」（５）および前記

の各動物分類書（６－１１）とスロイス動物学講義録「藤

本動物学」（１，２）とを比較して，その内容を評価しな

がら記述するが，紙面の関係からその概要にとどめた．ま

た，Lubachの「動物学入門」には，２５０種の動物図が

掲載されているが（５），一方「藤本動物学」では動物図

は僅かに軟体動物の数点であり、「官許動物学」では全く

ないために,引用した動物図の多くは文献（５）および（８）

より引用した．

「藤本動物学」（１）では動物名の表記はオランダ名（オ

ランダ語、一部はカタカナ書き），学名（ラテン語），和

名が書かれているが，これらはLubachのテキスト（５）

よりその表記を確認して記載した.分類名は各参考資料に

よった．「官許動物学」（３）では，オランダ名，学名は

総てカタカナ書きとなり，元のスペルの確認は非常に難し

いことから，本書からの引用は必要最小限とした．

「藤本動物学」（１）の原文の引用は，３文字下げてカ

タカナ書きで記載した.原文は読み難いために句読点と難

解な漢字にはルビを付け加えた．また、必要に応じて下線

を付した．

図１．（中）スロイスロ述・藤本純吉筆記「動物学」
金沢市立近世史料館蔵．

（左)DLubach,EersteGrondbeginselenderDIERKUNDE,1870．
金沢大学自然科学系図書館蔵．（右）大田美農里『斯魯斯氏
講義動物学，官許動物学』，金沢市立近世史料館蔵．

金沢大学名誉教授

連絡先：〒921-8173．金沢市円光寺３丁目１５番１６号
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１：スロイスの動物学とその底本．

藤本純吉が筆記したスロイス動物学講義録（１）および，

大田美農里の『官許動物学」（３）は金沢市立玉川図書館

近世史料館に，稲坂謙吉の筆記した講義録（２）は，金沢

大学医学部記念館に架蔵されている．また，「Eerste

OrondbeginselenderDIERKUＮＤＥ，voorLeerlingenaan

Gymnasien，Instimten，Enz，entotZelfbnderrigt，ｄｏｏｒＤｒ．Ｄ・

ＬＵＢＡＣＨ・Het250Houtsneefiguren・ＶｉｅｒｄｅｄｒｕｋＴｅＴＩＥＬ，

BijHCACAMPAGNEl870」（５）（以下の記述では

Dierkundeと略す)，「NatuurlUkeHistorievanNederland」の

DeZoogdieren（６），DeVogelsLII（７），DeVisschen（８），

DeKruipendeDieren,（９），DeGeledeDieren（１０），De

WeekdierenenLagereDierenll（１１）は金沢大学自然科学

系図書館に架蔵されている．これらの書籍には「金沢医学

館」「図書館」「金沢医科大学図書」の印記がある．この

事から明治４年３月の来日にあたり，スロイスは出版され

たばかりの『Dierkunde」の書籍を持参していたことを物

語っている．さらに，この講義は当時のヨーロッパの最新

の動物学の知識に基づく「動物学」と名前が付けられた最

初の講義でもあった．なお，これらの書籍資料を調査した

限りにおいて,各々が僅かに１冊のみが本学にだけに架蔵

されていることも明らかとなった．

を次ぎに挙げる（１２）．

LEerstegrondbeginselenderdierkunde,Campagne，1859．

本書は1865年，1870年に改訂版が出版されていた．

2KortenamurlUkehistoriederzoogdieren,DeervenFBohn，

１８６２．

３．Ontleedkundingenphysiologischhandboekvooraankomende

onderwiizersindegymnastiek,Brinkman,1873.

4．Handleidingtotdebeginselenderdierkunde，Brinkman，

１８８０．

５．Eerstegrondbeginselendernatuurkundevandenmensch，

Elsevier，１８８２．

２．スロイス動物学の動物分類とDLubachの

「Dierkunde」の動物分類（目次による）の比較

「藤本動物学」と「Dierkunde』との動物分類を比較し

たが，膨大な数の動物となるために，その結果の一部分を

分類表１（脊椎動物哺乳類および原生動物の一部、本文末

に記載）に示した．また、現行の動物分類も記載した。講

義録に記載の動物名（翻訳名及びオランダ名，学名）と，

『Dierkunde」の目次の対応した動物名（オランダ語名と

学名）を記した．例えば

「藤本動物学」では，

脊椎動物禽類Ａｖｅｓ＝ILKlasseVogelen(Aves）
シチョウ

鷲,鳥ラプターレス（ラパセス）Rapaces猛禽

類，わし，たか

『Dierkunde」では，

LOrdeRoofVogles(R叩aces)……………ｌ１３ｂｌｚ

また，「藤本動物学」では

関節動物４"〃αﾉﾉαα"jc"〃α，

ｍｓｅｃｊａ,Gekorvenedieren

第一等甲状翼Schildvleugeligen(Cb/ＣＯＰ花、）

＝Krevers 甲虫類

『Dierkunde」では，

VILKlasse・Gekorvenedieren(I7Tsecm）

LOrdeSchildvleugeligen(Cりんqp/e、).l86blz．

と，両者が同様の記述をしている．また,上記の和訳語"甲

状翼'’は，Schildvleugeligenを翻訳したものである．分類

表１の動物名を比較すると好く一致しており，明らかにス

ロイスはこの「Dierkunde」を底本として，動物学の講義

を行ったことを示している．

この分類表ｌはまた，１８７０年頃のヨーロッパでの動物

の分類を示すものであり，動物学史の上でも貴重な資料で

もある．

「官許動物学』は加賀藩医学館二等教諭であった大田美

農里が明治四年のスロイスの動物学講義を筆記したもの

に手を加えたもので，その例言で，

此編蘭人斯魯斯氏ノ講スル所ニシテ，予ガ筆記セル

モノナリ．方今西学日=開ケ訳書ノ世二行ハルルモ

ノ已二多シ､然ルニー部ノ動物学二関スルモノナシ．
ケツジ

実ﾆﾆ關事トイフベシ.是し斯書ヲ刻スル所以ニシテ，
センユ

又余ガ偕蹄ヲ辞セサノレ所以ナリ．

と記して，明治初年にはわが国ではまとまった動物学の書

籍が出版されていなかったことを物語っている（３）．

昭和５７年に出版された江戸古典科学叢書３４「斯魯斯

動物学・田中芳男動物学」（４）で，翻刻した上野は「こ

の本はわが国で「動物学」と題する刊本の第一書で，明治

七年(1874)五月，金沢で刊行された．」と記し，さらに「斯

魯斯のほうは,その訳文が必ずしも上出来でない感じをう

けるが，その内容は当時としては大学初年級用の程度で

あって，わが国で始めて動物学と銘打って出た本にふさわ

しい、ただ，金沢のような辺地で出たため，世上に知られ

ることが少なかったらしいのが１階しまれる．」と記してい

る．

注：大田美農里は本書の出版時は，石川縣金沢病院委

任医師であった．

なお、DouweLubach,(1815~1902)の著作出版物の一部

３．総論

まず，動物の定義である．「動物トハ総テ生活機体ニシ

－６４－



テ，知覚運動ヲ有スル者ヲイス此学ハ窮理学中ノーニシ

テ，動物ヲ弁知スルノ科ナリ．」とある．生物体を生活機

体と翻訳し，科学を窮理学と表記している．次に有機体と

無機体の区別の説明は，１．有機体の体の構造，器官

（organ），２．化学的組成，元素（舎密性集合），３．

新陳代謝，４．成長，５．生殖，６．形状，７－１２無

機体の性質を挙げている．

動物・植物の区別では，１動物の知力，官能力，２．

食物摂取，消化，吸収，３と４植物官能，養分の摂取，

５．動物の運動，６．呼吸，７．植物の炭酸の吸収と動物

の排出，８．食物，９．小胞子（細胞）について記述して

いる．

動物学をZoologia,植物学をBotania,あるいはPhytologia

と云うとある．また,動物学は,動物記載学をZoogragia(動

物誌学)，動物解剖学をZootomia，動物窮理学（動物生

理学）をPhysiologia，動物地理学をZo6geographia，太古

動物学をPalaeozoologia，各地動物学をFaunaというと説

明している．

動物の区別，類，種，属では，次の様に説明した．

１．上等動物，下等動物の区別，「アナロヘデーレン」

Analogedeelen（同一機能を持つ器官）と「ホモロ

ヘオルハーネン」Homologeorganen（同一目的のた

めにある器官）について．

２．「類」は，動物の真性同一にして，互いに交わり，

其生する子もまた互いに交わり，生産し得る者を同

類動物という．Hydridae,Bastaard,Familienである．

３．「種」は，同類動物の中の違いの区別を「種」とす

る．Klasseである．

４「属」は，異類の動物でその器械殆ど同一なるもの

を云う．Ordeである．

（講義録には，「族」を多く用いている．）

動物の名前では属名と類名からなるリンネの二名法を

次ぎの様に説明していた．

総テノ動物各々二名ヲ有ス其一ハ属名「ヘスラフト

ナーアム」（geslachtnamen)ナリ．其ニハ類名「ソールト

ナーアム」(soortnamen)ナリ．例之獅ヲ「ヘーリスレー

オ」（凡/Meo)トイヒ，虎ヲ「ヘーリスチフリス」（Feﾉﾊ

ﾉ卿j,)トイヒ，猫ヲ「ヘーリスカチェス」(Fe/LFCα/"s）ト

イフガ如シ、即チ上ノ「ヘーリス」ハ属名ニシテ，下ノ

ルーオ」「チフリス」及上「カチェス」ハ類名ナリ．

（オランダ語及び学名は追加挿入した．）

系統分類法：

属の同じものを集め族「ハミリー」（familie)，族の同

じものを集めて等「オルド」（orde)，等の同じものより

種「カラスシス」（klasse)とした．この全体を「システ

マー」（systema）（系統）とした．総ての動物種は四大部

に分け，脊椎動物(肋加α/ｊａｖｅ"e伽zα)，関節動物

(肋加αﾉﾉαα"jc"〃α）（節足動物），柔軟動物(』"〃α/ｊａ

ｍｏﾉﾉ"Scα)(軟体動物），光線状動物(A"〃α"α、伽/α)(原

生動物など）としていた．

次ぎに各論からその一部を記す。

４．第一篇脊椎動物肋加α/ｊａｖｅ"e伽

脊椎動物の特性を次のように説明している．

凡ソ脊椎動物ハ硬骨或ハ軟骨(某動物=於テ然リトス）

ノ被包物ヲ有シ，以テ他/三大部卜自ラ確然ダル区別

ヲナス．神経系統ノ中心部，即チ脳脊髄ハ，其被包ノ

内二在リテ囲護セラル此被包物ヲ脊椎柱トイウ．頭

蓋ハ脊椎柱ノ前発生部卜看倣ス脊椎柱ハ動物ノ背部

ニアリテ，飲食消化器及上血液循環器ノ上二位ス．（以

下略）

以下に骨格，神経系，脳，感覚，消化器等に簡単に触れて

いるが略す．

第一種哺乳動物ＭＪｍｍα"α

骸骨の構造，歯の比較，頸椎，胸椎，腰椎，手足，脳の

特徴を説明している．

哺乳動物ハ諸動物中最霊トス其群居スル者ハ能ク馴

レテ家畜卜為シ得へシ、（中略）

哺乳動物ヲ区別シテ十二等トス

として，第一等二手動物(人類)から第十二等鳥嗜動物(カ

モノハシ類）に分類している．（詳しくは本文末の分類表

Ｌを参照）

第一等二手動物f勿加α〃では，ＨＤｍｏｓ叩ｊｅ"Ｃｅ即ち人

であり，「人ハ道理礼節ヲ具有シ，諸動物ノ最上位＝立

チ，其体ハ造化主ノ製造物中全ク無二/物ニシテ，之二比

較スヘキ物ナシ.然しドモ唯其体ノ構造=就ヒテ論スルト

キハ，哺乳動物ノ種中＝算入セサルヘカラス」と示し，
ビョウエイ

ー類五苗喬（人種）であり，１．MmgooZFc〃e"'２．

ＱＪ"casLsche"，３．ルノヵノQpjsche"，４ＭJ/eLscﾉﾉe"，５．

伽e7jkzJα"sche〃と区別して，各人種の説明をしている．
シンビコウ

第二等四手動物Ｑ"αd>ｗｍα"αでは，二部（真jiWi猴と

半獺猴）に分け，サル類，類人猿類等で，全１７種が挙げ

られている．（分類表２を参照）

第三等手翼動物ｄＺｊｍｐ/e、，コウモリでは２部，第四

等裂噛動物（欠歯目)は無血虫食動物，肉食動物の四亜

目に，鰭足動物の三部に分けいる．

肉食動物の第三指行動物の第三族Viverrinaジャコウネ

コでは次ぎの記載がある．

第三族「フィフェリナ」之二属スル者ハ「フィフェリ

ナシフェタ」＊等ナリ．此物肛卜生殖器トノ間二腺

襄ヲ有シ,此内二香気アル物ヲ分泌ス.之ヲ｢シフェッ

ト」＊＊トイフ．此品ヲ往昔医薬二供セリ．方今尚香料

－６５－



二用イルナリ．

＊ﾘﾉﾊﾉe"伽cj6eL＊*Cibet，巖香

ジヤコウネコより得られる巖香についての説明である．

第五等噛蝕動物ＲｏｄｂＭａ（醤歯目），第六等無歯動

物Ｅﾋﾉｾ"/α､，第七等反翻動物Ｒ"〃"α""α，第八等一爪

動物肌加"gzｲﾉﾋJ,第九等多爪動物Ｍｲﾉﾉ"''9"ﾉﾋJ’第十等鯨

状動物Cemcea，第十一等懸嚢動物Ｍ7,Ｍｐｊα"α’第十二

等鳥嗜動物Ｏ〃rho”"cﾉijが記載されているが略す．

第二種禽類UDcs）

「禽類ハ温血脊椎動物ニシテ，肺臓ヲ以テ呼吸ス．其心

臓ハニ箇ノ前室及ヒニ筒ノ室ヲ有ス」とあり，以下に鳥

類の骨格の説明をカモメの骨格図（図２）を用いて説明し

ている．

（「藤本動物学」の説明文と「Dierkunde」の図のアルファ

ベット順が一致している．）

くちばしの説明に続き次ぎの骨格の説明がある．

其頸ハ諸方向二運動スヘキ性アリ．故二頸椎（ａ）ハ

哺乳動物=比スレハ，ソノ数多クシテ九椎乃至二十椎，

（中略）脊椎ハ哺乳動物=比スレバ運動'性少ナシ．腰
ハチリョウコツ

椎，ノ（膠骨，腸骨等接合シテー骨盤（ｂ）卜為ル．
ビテイコツ

尾祗骨（ｃ）ハ大約九椎アリ，其最下椎'､最大ニシテ

上方二向上，其上二尾羽ヲ生ス．上三箇ノ肋骨ハ胸骨

（ｄ）ニ達セス，其他ノ肋骨（ｅ）ハ胸骨部卜脊椎部

トー区別サラル．（中略）鎖骨（ｆ）ハ各側二二箇宛

アリ，前方二在ル鎖骨ハ哺乳動物ノ鎖骨ト同様ニシテ，

左右接合シー骨ノ如ク胸骨ト接シ｢ホルク」状ヲ為ス．

之ヲ「ホルク」鎖骨（ｆ）トイフ．其後方ニ在ル鎖骨

ハ烏噴状ナリ．之ヲ烏噛鎖骨（９）トイフ．此鎖骨ハ

肩１１用葉ヲ外方=開キ，上腕ノ固定支点ト為ル骨盤ノ

前方ハ開キ，足根骨及上中足骨ハ唯一筒ノ骨ニシテ，

之ヲ歩骨（ｉ）トイフ指骨（ｋ）=接着ス

鳥の骨格の特徴は｢骨膣ニハ髄ナクシテ,空気ヲ充盈ス．

之ヲ骨骸ノ「プ子ウマチシテイト」（空気装置ノ義ナリ）

トイウ．是諸他ノ脊椎動物ト大二異ナル所ナリ」

(pneumaticitate）とあり，骨格が軽く出来ていることの説明

をしている．（以下略）

禽類を次の六等（日）に区別して，その特徴を説明して

いる．

図２カモメの骨格図（５）

本図の添字にしたがって骨格の説明がされている．

特に第二等噸鳥，第三等肇鳥，第四等鶏状鳥では，さら

に細分されて記載されているが，これはLubachの動物学

からではなく，Schlegelの「DeVogel』（７）からの資料

を用いて分類していた．

第三種葡萄動物Kruipendedieren,RgpZiliUz

この動物群の定義として，

飼甸動物ハ脊椎動物ニシテ，其血液ハ冷赤ナリ．其心

臓ハー室或ハニ室ノ者アリ．而シテニ筒ノ前室ヲ有ス

或ハ肺ヲ以テ呼吸シ，或ハ鯛ヲ以テ呼吸ス

と記され，は虫類と両生類の動物をまとめて葡萄動物

（オランダ語のほん訳）としていた．以下に解剖学的，生

理学的特徴が記述されるが略す.分類は次の様にされてい

る．
キベツ

其一単呼吸器`性（爬虫類）で，第一等亀鼈，第二等
トカゲ

蜥蜴，第三等蛇
ガマ

其二複呼吸器`性(両生類)で,第四等曲段蟇(カエノレ)，
イモリ

第五等蝶1M『〔

第六等蛇体蝦蟇状動物（裸蛇目）（詳しく

は本文末の分類表１を参照）

16如耐､lＰＭ１（ｍｌｍｉｗｌＩｍＤｌ･）

図３．其一単呼吸器性，第二等蜥蜴，第三次等

4ﾉﾉjecodb"/es，第四族カメレオンＣｈａｍｅ化o〃の図（５）

第一等鷲鳥Ｒ叩mjoras奪鳥，第二等噸鳥

Zingvoles,PaSse,〃，第三等鑿鳥Klimvogels，

Ｓｍ"soraF，第四等鶏状鳥Ｇα"伽e，第五等脚歩鳥

Ｇ７αﾉﾉmoras「ハララトーレス」，第六等浮遊烏各等はさ

らに族の分けられているものもある．（本文末の分類表１

を参照）

第四種魚類（Pisces）

魚類の一般的な解剖学的，形態学的，生理学的，生態学

的諸性質を詳しく記述している．（図４）たとえば，「某

魚類ニハ非常ノ`性ヲ有ス其怒ル時ハ越列気ヲ発シ之=触

-６６－



ルル所ノ動物ニ其激動ヲ与フ体中越列気器械ヲ有スル者

ナリ」とある

魚類の分類は（８）＊により，

第一硬骨魚Beenvisschen(PjscesosM）

第一等鰊鰭魚Stekelvinnigen(ＡＣα"ﾉﾙOpre奴g"）

第二等軟鰭魚Weekvinnigen(MMJcOprerygjj）

第三等固定顎魚Vastkakigen(Pにcrog"αﾉﾙﾉ）

第四等總状鯛魚Troskieuwigen(LQpho6rα"c肋）

図６Zonnevish（８）

第二等軟鰭魚Weekvinnigen，ＭＪ伽Opjerygjj

関節線鰭魚

第一族扁平魚「プレウルオネヨトイヂー」

比目魚（ヒラメ）

Schol(P/e"′o"eae〃〃GSSα）（図７）

図４第一硬骨魚，第一等輔鰭魚

［Ａ］属Baarsの骨格図（５）

第二軟骨魚Kraakbeenvisschen(Pjscescα"ｊ蛇j"ｅｊ）

第五等遊離鯛魚Vrijkieuwigen（肱"/e,。伽"ｃｈｊｊ)，

Glansschubbigen(Gα"o/epjdbrj）光輝鱗魚

第六等固定鯛魚Vastkienwigen（DesmomJ"c肋)，

Dwarsbekken(P蛇川o〃）横噛魚

第七等円噴魚Rondbekken(ｑ′c/Cs/o〃）

第七等狭心魚Smalhartgen(Lepmca伽ｊ）

とされている．以下に幾つかの魚類の例と図をあげる．説

明は略す．

＊「藤本動物学」では，其一棟鰭魚と記しているが，

「官許動物学」では，第一等練鰭魚と記している．

以下の記載は大田の記載に従って記す．

第一硬骨魚Ｐ応cesosseJ

第一等練鰭魚Stekelvinnigen，ＡＣα"ﾉﾉ､p'er〕’gjj

第一族Baars，Ｐｅ,ca

KlinⅡner，オランダ名，（z4"α6cm,）（図５）

図７．Schol（８）

図８Steenbolk（８）

第二族「カフリヤファフケフヒス」Kabeljaau,Ｇα伽，

鱈類

Steenbolk,Ｇα伽msczJs（図８）

『官許動物学」（３）には，次ぎのように記載され

ている．

此魚ノ日本海二住スル者ハ大ロヲ有ス．按スルニ大口

魚モ亦肝油ヲ製スヘシ．越中ノ氷見，放生津大口魚甚

ダ多シ、此肝ヨリ油ヲ製スルトキハ，必ス国益トナラ

ン．方今箱館ノ肝油，此魚肝ヲ以テ製ス箱館二在留

ノ魯医之ヲ用イ大二功アリトイウ．

第四族Sidderaal，ＧＷ７ｚ"ｏｍｓｅﾉec"伽,越列気`性魚，電気

鰻
エレキテノレ

I上魚類ハ総テ魚類中＝於テ，最モ強キ越烈基的児』性器

械ヲ傭う．其器械ハ体ヲ縦形二経過スル四条ノ殆ンド

体ノ長サニ等シキ物ヨリナル而其条條ハ無数ノ円柱

筒ノ連接シテナリ，其各円柱ハ内膣ニシテ液ヲ充タス

図５．Klimmer（５）

第四族Scomber

大陽魚，Zonnevish,(ZeWh6er）（図６）
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脊髄神経系統此内二来川

と説明され，これは体内の発電器（円筒状の発電柱，円柱

筒）について述べているものである．

電気ウナギの発電器については，スロイス究理学（１３）

でも取りあげ説明をしている．

第七族Haring,Ｃ/叩ｅａｈα""gz`s,鰈魚コノシロ．（図９）

Zeepaardje,gWZglmr〃"s

hippocα"柳８，小海馬，タツ

ノオトシゴ，（図１２）．

第二軟骨魚肱asca/"mg7zej

第五等Glansschubbigen，

Ｇα"o/epjdb",光輝鱗魚，遊離鯛

魚．

Steur,Aclipe"seハノ〃o，

チョウザメ，（図１３）．

図１２Zeepaardje（５）

図９．Haring（５）

図１３．Steur（５）

Kaviaarキャビアの説明がある．

此魚ノ浮遊嚢及上真子ｋｕｉｔハ魯西亜国ヨリ霧夕他国

=輸出スル産物ナリ．但シ其浮遊嚢ヨリ魚膠ヲ造り，

真子ハ塩漬卜為シ売用ス此塩漬真子ヲKaviaarト名

ツク．

第六等横階魚Dwarsbekken,Pmg伽o〃・ＭＺＪｃｈｊｊ，固定

鯛魚
フカ

［Ａ］鱸Haai,ＳＵ"α/"s

RuweHaai,町"αﾉﾉ"sgzJ/e"s，（図１４）．

図１０．Steenkarper（８）

第八族Samlo,鱒

Ｚａｌｍ,血〃Csα〃,鮭，

「甲」「サルムホレル」Salmofbrms（鮭属）

「鮎ハ強流ノ川二住ス」香魚

「乙」Spiering,ＳｔＪ肋ｏｅｐｅｒｍ""s，

「鰯，是海中二住スル小魚ナリ」

｢丙」銀鱒，Zilversalmo，

弘

■

5涙§芭苧_竜ﾕ屯､田=n国【足－Ｎ

露篭
.）

￣寺､､

図１４ＲｕｗｅＨａａｉ（８）

図１１．Meerval（８）

第九族鯉状魚「セプリノイデイ」qlprj"o伽．

第一金魚Goudvis，Cypr伽sα"""s、

Steenkarper,ｑｌｐｒｊ""ｓｃａｍＷ"s,鮒．（図１０）

第十族鱗状魚団〃ojdij，（図１１）

Meerval,Ｓｉｍ）wsgﾉﾋJ伽，ナマズ，Val・

第三等固定鰐魚Vastkakigen(P/ecrog"α〃)，フグ．

第四等總状鯛魚Troskieuwigen,Lqp加伽"cﾙﾉﾉ．

図１５Lamprei（８）

第七等圓嗜魚Rondbekken,ｑﾉc/Cs'o〃
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卜ＭﾉｱjqpMJ＝1000pootigen（千足）トス

とあり，昆虫類と倍脚類，唇脚類がI7zFecmの中に入れら

れていた．以下昆虫の眼についての解剖学的・生理学的記

述があるが略す．昆虫類の種類は「大略何程卜定メ難シト

錐モ，拾五万内外ニアル者ナラン．」とあり，「石炭世界

（石炭紀）二於イテモ顕在セシ者ナリ，恐ラクハ尚以前

Devonische（デボン紀）ニモ顕在セシ者ナラン」と記して

いる．

昆虫類の分類は本文末の表２に示したので，主なものだ

けを記す．

第一等甲状翼Schildvleugeligen(CO陀叩花、)＝Kevers（甲

虫類）

第八族Ｐ加吻ｒｊａｊｇｅ〃

ｃ・Ｐ叩hJge",是糞中二住シ之ヲ喰用ス殊二再囑

動物及馬ノ糞中=在り，此種類=「転糞虫」

Drekrolles＝Pillenkevers卜称スル者アリ．（中略）

此転糞虫ノ属ナル者Are"c伽ｓａｃｅ,及degDlp"０，Ｗ、

是ナリ．此一種ハ往昔「エジプ」人ノ神尊スル者ニ

シテ，之ヲ珠装トナシ頸二懸垂セシ．

とあり，スカラベScarabaeus（図１６）の話がされてい

た．

第二等Regtvleugeligen＝Orthoptera直翅目

此等二属スル諸虫皆侵囑性ノ部分ヲ備有シ,多少草

質状ノ前翼,通常扇子状縦径搬檗ヲ有シタル后翼ヲ有

シ体形ノ移化不全性ナリ．

口器，翼，変態の特徴を記している．

此/呵りzoMzMar伽，Lamprei,Prik,Negenoog，ヤツメ

ウナギ，（図１５）．

第八等狭心魚Smalhartigen,Ｌ叩roca城j・ナメクジウオ

此等ハ唯一属一類ノミナリ．即チ「アムフイオキュス

ラムセオラーチュス＊」鎗状魚ノ義ナリ．是レナリ此

魚処々ノ海中二住シ，殊二地中海=多シ、諸脊椎動物

中二於テ，其発生最モ下等ノ物ナリ．是し骨酪ヲ具セ

ス,脳髄ヲ有セス,唯一條ノ索状物ヲ以テ椎柱二代フ．

而シテ其鈍圓ナル前端二終ル処ヲ脳髄トス心臓ナク

唯血管ノ拍動スル物ノミアリ．（中略）此物ヲ往時ハ

柔軟動物トシ，「リマキッスランセォラチュス＊*」

卜名ケシナリ．

＊Ａ"Zphjox“ﾉﾋﾝ"ceo/、"s，＊＊Ｌ〃αｘ、"ceomt妬

この文章はLubachのテキスト（５）の１５４頁に記載さ

れた文章の翻訳されたものである．これがわが国での初め

てのナメクジウオの紹介で注目すべきものである．

５．第二篇関節動物』"航α伽α肱""、

関節動物は現在の節足動物で，その特徴は，

此動物ハ体ノ構造正シク「シメートリセ」ニシテ，其

外景ノミナラス内景モ全夕其両半部同等ナリ．即右半

部二位スル器械ハ左半部ニモ亦アリ．故二此動物ハ両

側同性器械Bilateraalsymmetrialorganナリ．前神経中

点ハ食道ノ上=在り．后神経中点ハ滋養器械ノ下方，

即股側＝於テ，許多ノ神経節・神経組織ヲ以テ互二連

繋シ二列卜成テ，体軸ノ両側ヲ通過シ，食道ノ下部ヨ

リ体ノ后端=達ス（中略）関節体，関節肢ナリ．体

ノ囲包物ハ堅硬ニシテ多クハ角質ナリ．血液循環ハ全

ク或ハー部血管外ニアリ．○関節動物ノ体ヲ三部二

分ツ．頭，胸部，后部，即腹部，是ナリ．此后部ヲ更

二分ケテ前后部，后后部トス（以下略）

と説明して，さらに肢,眼茎,顎,翼について記している．

体ノ堅硬囲包物ハChitmeヨリ成川是弾力』性ナラサ

ルカ故二漸々成長スルニ依テ其皮膚ヲ持長スル能ハ

スシテ，蛇類ノ如ク時々其皮膚ヲ脱却ス

昆虫の体はキチン質により被われていることを説明して

いる．続いて血管系，呼吸機能，消化吸収，生殖，脱

皮，変態，等の説明がある．

関節動物を伽ｅｃｒａ,無血虫（昆虫類），Ａｍｃ""o伽,蜘

蛛，Ｑｚﾊ、Ｃｅα，殻動物（甲殻類）の三部に分けている．

第一種伽ｃｃ､,無血虫（昆虫類）

第一Insecta「インセキタ」ハ，其頭体卜分タレ「スプ

リイト」spriet（触角）ハー対アリ．上顎=蝕器ヲ有セ

ス呼吸ハ気管ヲ以テス．「インセキタ」ヲ区別シテ，

其一六足インセキタＨ巳、Pop血＝６－pootigen（六足）

ａにｌ４ｃ乃泌sAegrツpZio汎cｌ７ｌ

図１６．スカラベ（５）

第三族Phasmidae

秀抽ノ異形ヲ有スル虫ニシテ，枯枝状或枯葉状トナリ
バヶモノ

テ樹枝二懸垂スル者アリ．故二WiE物Spoken,（ナナフ

シ）及遥葉Wandelendebladen（コノハムシ）．

第四族Springers

Krekels,Veldsprinkhaanenバッタ，イナゴ,キリギリス，

Arcksprinkkaan旅行翁，

旅行いなご．

第三等Nesvlengeliger網翼虫

第一族T1e7〃ｊｊｄｂａｅ

［a]Howluixen木軋，［b]Fermitinu白蟻（詳しい説

－６９－



明あり）

アフリカの蟻塚を作るアリ７１e/maFseﾉﾉﾉcarjsの説明があ

る．

第三族Libellulina＝Wate1juffer水娘，蜻蛉

（トンボ目）

ヤンマ，Glazemaker，「硝子獅」と翻訳している．

第四族ｕ１ｇＭＪｐ/em

Ueerenleeuw，蟻獅子，アリジゴク

第五等膜状翼虫Vliesvlengeligen,町me"叩'e、,(膜翅目）

［a］中毒腺ヲ有シタル膜状翼虫

第一族蜜蜂ｊＷｊ火、,第二族細腰蜂,第三族穿枢蜂，

ジガバチ，第四族金峰，第五族蟻．の記述がある．

第六族Galwespen＝Ｃｙ"jps9"e'czｲ３，galHy

此属二「ハルウェスヘン」ト号ｽﾉﾚ者アリ．其「ラル

フェン｣ハ他ノ無血虫「ラルフェン」ノ胎内二生活シ，

或又没食子中ニモ生活ス没食子ハーノ雌虫其埋卵錐

ヲ以木葉ノ表面ヲ穿チ，卵ヲ其内二埋ムガ為二，木葉

ノ小胞子組織発炎シ，続テ荒無スルニ依テ成形スル者

ナリ．此虫ハ春分二至テ，木葉潰瘍ヲ穿破シ空気中二

出ル者ナリ．

Galnoot(galnoten）虫こぶ，虫えい，特に没食子の説明で

ある．

第六等Schubvlengeligen,LGpjdbpだ、，鱗状翼虫

第一族Dagvlinders，LEpjdbp花rzM”"α，Papilio，

日中蝶（蝶亜目）

第二族Nachtvlinders，Ｌ叩jdbp'e、"oc”"α，

黄昏蝶（蛾亜目）

［ｂ］紡糸虫Spinners

［1]ZUdewonn＝ＢｏＭＵＡｘｍＭ繭，［2]ＢＯ脚xC〕ﾉ"伽，

［3]Yamamai（ヤママユ）

カイコの記述である．

第七等HalfVleugeligen,Helmpjem，半翼虫，（半翅目）

［2]MIP/erzJ学同翼虫（「学」は「顎」である）

「シンゲレテシカデン」zingeredecicadaせみ

植物乱Cereopis，

是二属スル者ハ葉蚤ナリ．是甚小虫ニシテ植物ノ葉ヨ

リ葉二飛上屡葉種二大害ヲナスナリ．葉郵Bladluis，

Ａｐｈな，是又屡植物二害ヲ為シ木葉ヲ破穿シテ潰瘍ヲ

生セシム．甲軋Coccus,Ｓｂﾉｸ〃"jF,是二属スル者ＣＯｃｊ"ｓ

ｃａｃ",是サボテンOpuntia-QJcj"ｓ〃eﾉﾉ娩、（植物ノ

名）=住ス亜米利加ノ「メキシコ」二生スル者ナリ、

方今ハ此樹ヲ「ヤーファ」及上「イスパニヤ」二移シ

植スコノ虫ヨリcochenilleヲ製シ得ル「コセニー

ル」ハ「コクキュスコクシー」（Cbc伽cac"）ノ乾燥

シタル者ナリ．「コセニール」ノー比ハ「コクキュス

コクチー」七万程アリ．

昆虫からの赤色色素コチニールについての説明である．

ヤーファはJava（現インドネシアルイスパニヤ（現スペ

イン）である．「－比」は単位（不詳）．

第八等Tweevleugeligen,Djp/era，二翼虫

第一族Muggen,(Culex）蚊，ブヨ

第九等Ｃ/jﾉﾉOｐＭＪ（唇脚類）ムカデ類，Sbo/OPe"伽血，

オオムカデ

Insectamilliaphoda(ＭＷｑｐＭＪ）千足無翼虫として，

ムカデ類が記述されている．

関節動物第二綱，蜘蛛状動物Ａｍｃﾉ,"o雄αは人等に分類

されて記述されているが省略する．

第三綱貝殻動物Schaaldieren,DJusmcea・

節足動物の甲殻類を「貝殻動物」と翻訳している．貝

殻動物は+等に分けられている

第一等Tienpootigen，（比c叩ＭＪ）

「乾」短尾』性デカボーダBrzmlg"、として，第一族一般

の食すべき蟹zeekrab，０J"cerZmg"'“，第二族陸蟹

Landkrab,Gecarc剛３，Strandkrab,Ｃｍｏｅ"“,第三族細小

蟹,第四族ＣＯ/とＭ肋s,第五族肋αg"S,第六族Ｂａ"je"α/zJWα'α，

第七族Ere"伽肱

「坤｣長尾デカポータＭＨｃｍｍでは,第八族ＬＭＣα'α有

鎧海老，第九族伽"c伽，川海老，海海老，小海老を記載

している．

第二等口脚貝殻動物Mondpootigen,Sromampodb

Steurkrab,５９Ｗ肋，シャコ．

第四等同脚貝殻動物GelUkpootigeMFqpMJ

（等脚目）

Ｏ"Ｍｓ“e/"ｓ＝keldelpissebed,aardpissebed，

ワラジムシ．

（以下は略す）

第四綱RingWormen，』""""、：輪形動物門に属する動

物であるが，詳細は略す．

扁形動物門

第五綱柔軟動物Weekdieren，肋伽α伽〃２０""Sc必

MUmcozoa（軟体動物）

軟体動物，貝類，の定義を次ぎのように説明している．

此動物ハ脊椎ヲ有セスシテ，有湿柔軟ノ皮膚ヲ有シ，

其内面=諸筋固着シ，其外面ニハカロ児基質ヲ分泌ス

而他分ハ其皮層＝延長物アリ．是ヲ羽織卜云．此羽織

ハ其体ノ脊部ノミニ固着シテ他部ハ遊離ス而其動物

ノ全体ヲ其内=庇シ，嚢中=住スルカ如シ、其「マン

テル」ヨリ分泌スル所ノ固ｷｶﾛ児基質ノ者ヲ殻ト云．

此殻ハ柔軟動物ノ全身或体ノー部ヲ被包ス

羽織＝mantel，外套
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あった．この部類は次の５種に分類されていた．

第一等鰊皮動物Stekelhuidigen,Ｅｃｈ伽｡ｾｧ"α/α

この種の形体的・生態的特徴の記述がある．

其一Holothurien,Ｈｂ/oﾉﾉ，"r枕α［楯手目，ＡＳＰ伽ｃｈ肋、，

ナマコ類］

Synapta，「トレーパング」（Trepang)と称するものが，中

国人,マレー人により煮て或は乾燥して食用にすると説明

されている．

其二Actinozoen,Ａｃｊｊ"ozoα［Ech伽zoa，ウニ類］

ウニ，ヒトデの形態の説明がある．

是球状扁円状星状ノ体ヲ有シ,草質或加児基質ノ皮盧

ニシテ，道遙脚二鯨或結節ヲ有ス是二属スル者ハ，

Zeeegels（Zeeklitten,ＥＣ伽"s)卜称スル者アリ．是扁平

ナル球状ノ体ニシテ，加児基質ノ被膜ヲ被フルソノ

被膜ノ結節二運動性ノ鰊ヲ有ス其疎間二許多ノ小孔

アリ．是道遙脚ヲ出入スル為ナリ．亦此属二Zeesterren

＝Asteriada卜称スル者ナリ．是扁平ニシテ五条ノ光線

状体ナリ．屈僥スベキ被膜ヲ有ス其被膜=道遙脚ノ

出入スル孔ヲ有ス．是培用二供スル者ナリ．

「スランアステル」slangaster，（クモヒトデ）「セーステ

ル」（zeester）（ヒトデ）の説明がある．

其三海百合Zeelelien,。伽加

ウミユリについて講義されていたことは注目される．

是球状或蓋状ノ体ニシテ，加児基質ノ被膜ヲ被上，

五箇或拾以上ノ関節ヲ有シタル光線部ヲ有シ，其光

線状部二関節ヲ有シタルニ列ノ触腕アリ．ロノ周囲

二五脚アリ．物体上二固着シ生活ス此動物ハ前世

界二生活セシ者ニシテ，当今世界二生活セスシテ只

其跡形ヲ見ルノミ．

とある．当時はまだウミユリの化石が発見されている

だけで，それが「生きた化石」として発見される前で

あったことを示している．この文章には「茎，柄」に

ついては記されていない．

第二等Ribbenkwallen,Meloenkwallen,αe"叩〃oｍｅ

殻が一個の螺旋状である巻貝，（角殻，単一殻），殻二

片よりなり蝶番で連携して開閉する二枚貝，消化管，一室

で－筒或いは二筒の前室のある心臓,無色或は青色の血液，

鯛，神経系は食堂の周囲にある，眼は無く蝕官器が口の周

囲にあり，生活は水中，特に海水中で，また陸棲のものも

あり．運動などについても説明されている．

この分類は次の様である．

第一有頭柔軟動物Kopdragendeweekdieren，

ＣＥｐＭＱＰＡｏｍ（頭足類）

其一頭脚柔軟動物，其二腹脚柔軟動物，

其三翼脚柔軟動物

第二貝殻柔軟動物Schelpdieren,Ｃｍｃｈ舵､［

（斧足類，二枚貝）

其一板状鯛，其二羽織鯛，

第三皮嚢柔軟動物Huidzakdieren,〃"ｊｃａ、

（ホヤ類，原索動物）

其一テチヲニイデ,T1eﾉﾉ1Ｗ"肱α，

其ニタリアセー、〃αﾉﾉaceα

第四苔柔軟動物Mosdieren,ａＷｚｏα

（擬軟体動物門，コケムシ類）

苔柔軟動物は「柱状或盤状ノ小動物ナリ．常水或海水中二

住シ,許多集合連繋シテ他ノ物体上二固着ス．」（以下略）

と説明され，３種の例をあげている．図１７はPlumatella

(J'b火７６叩ollYp)である．

第六綱光線状動物Straaldieren，。"伽ajiMu伽巫

一名植物性動物Plantdieren,Zmp/ｊ〕′、

この項では，鰊皮動物，有櫛板動物（クラゲ類），腔腸

動物，原生動物を取り上げている．

鱒 櫛クラゲ類励加ｍｍａｍ

のウリクラゲBeroeと，帯

クラゲVenusband，Ｃｂｓｍｍ

ｖｅ"e伽（図１８）について

記載さ

れている．

Ｆｉｇ．２３１)。

図１７．Plumatella（５）

鰊皮動物門Ｅｃｈｊ"o火梛αｍの一般的特徴を次ぎに記してい

る．

此動物二光線状動物ノ名ヲ与ヘシハ，他ノ動物ノカロク

左右一対二発生セス但シー点ノ周囲二発生シ，星状

或光線状或球状ノ体ヲナス然リト錐モ悉ク此理二叶

う形状ヲ有セザル者多シ、故二光線状動物ノ形状確徴

ヲ定ムル事難シ、コノ理二依テ動物ノ他ノ階級二附属

シ能ハザル者ハ此階級二算入ス

当時,疎皮動物門の動物を分類することが困難な状態で

図１８．Venusband（５）

第三等Hydrasmedusen,(Hy”ａｓｍｅ伽αe）

クラゲ類に関する記述である．

此動物ハヘレー質＊ノ体ニシテ，其形状種々アリ．冑
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ヲ有セス只其体内二大ナル空隙ヲ備へ，ロヲ以其室

内二食物ヲ資シ,其空隙ハ数管ヲ以テ周囲部卜交通

ス多分ハ四箇乃六筒ノ甚長キ触腕ヲ備へ交換収縮

膨張＝依テ運動ス．（中略）殆ンド全ク海中=住シ

多クハ夜間光輝ヲ放発ス，マタ此者人身皮層二触ル

トキハ多分赤班ヲ呈シ燃痛ヲ起ス是其体ノ表部=

中毒液ヲ備ユルニ依ル．

＊ヘレー質＝ゲル質

として，次の四部種に分けている．

其一持管`性Buisdragers,(SIipholmphom）

管くらげ目のクラゲの説明である．

是種ノ異`性動物集テー体ヲナシ，多クハ球状或円柱

状ノ扁円ニシテ，是二許多ノ「ヒーダラ」（ヒドラ）

形小動物固着ス.其各小動物ハ甚運動,性ノ筋噴ヲ有シ，

他物ヲ抹握ス．又其小動物ハ各空隙ヲ有シ，此動物ノ

扁円内惣空ト交通ス.此小動物ノ外其扁円二長キ触腕

ヲ有シ，屡浮遊嚢ヲ傭う．是二属スル者ハPorpita，

Ｐ伽α/ね＝Zeeblaas等ナリ．此「セーブラース」ハ甚

夕恐'肺ス可キ者ニシテ,一回之二触レハ小動物ハ触腕

=掌握サレテ命ヲ失う．

ＰＡ〕Ｍｍは嚢泳亜目Ｑｍｏ"ecmeのカツオノエボシ

である（図１９）．

其四無腕`性Annloozen,ararosre、

是扁平体ニシテ触腕ヲ有セス但シ其扁円ノ周囲=強

キ触糸ヲ備フ．例之化9"･形αノカロシ．

Ae9"oreqオワンクラゲは刺胞類，ヒドロ虫類，カン

パヌラリア軟水母亜目のクラゲである.発光タンパクを

有するクラゲとして知られている．

第四等Veelvoeten(Poblpe")，（多脚動物，腔腸動物）

此動物ハ氷柱形或円柱形長体ヲ有シタル動物ニシ

テ，其体ハヘレー質ニシテ，収縮,性ナリ．ロノ周囲

=短キ「フーンルス」ノ輪ヲ具フ．多分固着群生ノ

者ナリ・或者ハ甚徐々=運動シ，多クハ堅キ加児基

質或角質ノ被包物ヲ有シ,此動物ノ多ク集テ互二結

合シタル者ヲ「ポリープストック」卜云.其｢ポリー

プストック」ハ樹枝状ニシテ，恰モ植物ノ有様=似

タリ・故二往昔ハ珊瑚樹koraa，トシテ，植物中＝算

入セリ．

珊瑚虫の説明である．

其一蓋状ポリープKelkPo,ypen,ＱＪｊｌｙｃｏｚｏａ

是胃ヲ有セス故二食，ロヨリ体中二入り，又ロ

ヨリ排出ス是二属スル者ハ，Ｌ"cemarja卜称スル

者アリ・是「ヘレー質」ノ動物ヲ含有ス此動物ハ

蓋状ノ構造ナリ・其細端ヲ以「ポリープストク」二

固着ス人箇ノ触腕ヲ有シ吸着器及刺激器ヲ有ス

是二属スル者ハＬ"Ce,"α,ｊαα〃c汕卜称スル者アリ．

これは鉢虫類sとxph｡Ｚ｡α,鉢ポリプ綱sこ〕や〃｡s/･〃dbeのル

セルナリア類のものであり，図２１はNatuurlgrootte，

L"cer"α"αα〃c"ｍである．

Ｆｉｇ２４０．

Ｎａｔｕｍ､Lgrootteo
L7《“γ”α（αα”Bico4Za．図１９カツオノエボシ（５）図２０．ZeeneteIs’化/ag/ａ

（１）

図２１．Natuurlgrootte（左），

『Dierkunde」より（５）と「藤本動物

学」（右）より（１）．

其二Hydravormigen,Ｈｙ伽娩α

ヒドロ虫類のfb′伽＝Zoetwaterpolypや,ＳＭ"/α"ａ（ウ

ミシバ）などがある．

其三Zeenetels，ＡＣαﾉＧｐｈａｅ（図２０）

是扁円或筆状ノ普通体ヲ有シ触腕ヲ有ス而海中二

浮遊ス是所謂｢セークワルレン｣ナリ．此属ニルノａｇｊａ，

Mbc伽α,｡α"αeα,Ｒ肱ｏｓｊｏｍａト称スル者アリ．

セークワルレン＝Zeekwallen（ウミクラゲ)は普通のクラゲ

の意味.ｑﾉα"αeαはユウレイクラゲ(鉢虫類,エフイラ類，

旗口クラゲ目），Ｒ肱Cs/o〃αは根口クラゲ目の日名，例え

ばタコクラゲなどがある．

其二花ポリープ

「甲」多花性Bloempolype、

是十二或猶多クノ円柱形ニシテ，其縁二切目ヲ有セザ

ル触腕ヲ有ス

而独生スル者アリ．群生スル者アリ．其「ポリープス

トック」植虫杖ハ扁円状ナリ．是二属スル者ハＡＣ'〃α

＝Zeetinemoneナリ．是独生ノ「ポリープ」ニシテ甚

形状ハ正シカラザル円柱形ナリ．其下面ハ吸着扁円二
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シテ，岩石等ノ上二固着シ，其上端ハー列或二列ノ短

キ，触腕輪デ生ス．其他是=属スル者ハ肋"ｇｊα＝

Zeekampernoelje,Zeepaddestoelト称スル者アリ．多分

毒性「ポリープ」ナリ．マタ此属二ＭJeα"伽"α卜称

スル者アリ．是石質班球状ノ「ポリーペンストック」

ヲ有シ，其表面=許多ノ孔ヲ開き，其孔ヨリ触腕ヲ生

ス珊瑚鴫ヲ作ル物ハ殊二此種ナリ．

ポリープストック＝polypenstokken，Zeeiinemone＝イソギ

ンチャク（六放サンゴ類，イソギンチャク目），

Zeepaddestoel＝（訳：ウミキノコ）である．

「乙」八花`性Achtbloemigen＝Ocrac伽α

是人箇ノ触腕ヲ有シ其腕ハ平扁ニシテ，其縁歯状ナリ．

「ポチーペンストック｣ハ蓋状ナリ．其属二Ａ"/ｉｐａ伽３，

Zeeheester,ＣＭz"川＝Koraalplant珊瑚樹ト称スル者

アリ．此二種ハ柔軟被包物ヲ被ブリ，其固キ部分ハ此

動物ノ軸ナリ．尋常細工二造ル者ハ即此軸ナリ．是「コ

ラリユム」ノ属二血色珊瑚ナル者アリ．是地中海＝於

テ捕漁サルル者ナリ．」（中略）又Orgelkoraal（楽器

珊瑚）ト称スル者アリ，是許多ノ直立小管互二中隔ヲ

以結合シタル者ナリ．

八花性ノ属ノ珊瑚：〃""α､/とJ＝Zeeveder（翼状に広長す

るポリープストックを持つ)ウミエラ(海鯛）目のサンゴ．

Antipathes＝ウミカラマツ，Zeeheester＝（訳：ウミ潅木）

ＣＤ,ﾛﾉﾉﾉ"、＝赤サンゴ，白サンゴ，（骨軸亜目，硬軸類）（図

２２）．

第五等Afgietseldiertjes(､/i‘Ｓｍα）

原生動物門の生物に関する記載であるが，微細生物であ

るために，十分な説明がされていない．

に分けて記されている．

其一顛毛性ではKlokdiertjes〃"jceﾉﾉﾉ"ａ（ツリガネムシ），

Monas,7ｍcﾉ卿伽α""sなどを挙げている．其二根足'性では，

伽oe6ac/〃"e"ｓ（図２３），veel-kamerigen(Polythalamien)，

ＦＤ、〃"旅だ"(有孔虫目）を挙げている.其三は胞子虫類，

晩生胞子虫類，グレガリナ目を説明している．

図２３Amoeba（５）．（１）にも有り．

考察

スロイス動物学は，大田美農里訳校「官許動物学」（３）

が１９８２年に翻刻・出版されていたがために，それ以上の

調査・研究はされずにあった（４）．しかし，この程の藤

本純吉筆記「スロイス動物学」（１）と比較した結果，大

田はスロイスの動物学講義の脊椎動物類のみを｢官許動物

学」第一編，二編とし，石川縣学校蔵梓として出版したも

のであり，その他の部門の動物類は全く記載していなかっ

た.また,上野はこの翻刻において藤本や稲坂の講義録（１，

２）を目にして居なかった（４）．そのために，スロイス

の動物学講義のすべてを調査・研究する必要があった．ま

た,今回本講義に使用された動物学の底本の調査を行った

ところ容易に発見することが出来た．

明治４年(1871）にスロイスが講義に用いた底本は,１８７０

年にオランダで出版されたDLubachの「動物学入門」で

あり（５）,動物分類には参考資料としてNamurlijkeHistorie

vanNederland(1868-1870)の中で，SchlegeLvanHollenhoven

およびHerklotsが記述した哺乳動物篇（６），鳥類篇（７），

魚類篇（８），葡萄動物（は虫類，両棲類）篇（９），関

節動物篇（１０），軟体動物と下等動物篇（11）を使用

していた．Lubach自身もこの全集では人類篇の著者でも

あった（１４）．この事は分類表１ａ，ｂと分類表２に示

した様に，スロイスの動物学の講義は当時の最新の動物学

的知識に基づいて行われたものであり，また，脊椎動物の

ほ乳類から単細胞生物のアメーバを含む原生動物類に至

まで，非常に多種類の動物を形態学的，解剖学的，生理学

的，分類学的に広く網羅したものであった．これは我が国

で最初の動物学全般にわたる講義であり，先にも指摘した

が，初めてウミユリやナメクジウオが紹介されていたこと

は画期的なことであった．

さらに，この講義で引用された動物の中には，１８２３年

図２２．Zeeveder（１）

「此動物ハ植物・動物ノ腐敗シテ浸出シタル液中に住ス

ル」者であり，「多分只顕微鏡ヲ以見ル者ニシテ肉眼ノ及

フ所二非ズ．」とある（以下の説明は略す）
センモウセイ

其一顛毛性Trilhaar-infilsiedieren,EPj"ｊｃｈａ（訳：繊毛

性滴虫類）

其二根足性Wortelpootigen,ＲｈｊｚＱｐＭＪ

其三Gregarinen,GegrJrj"ａ
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から1828年にかけてvonSieboldによりわが国で収集され

てオランダに持ち帰られ，ライデン王立自然史博物館の

TemminckとSchlegelにより研究・命名され，「FAUNA

JAPONICA」（日本動物誌）（１５）に記載された動物も

多く含まれていた．魚類ではSchlegelが学名を命名したア

ユが，スロイスの講義ではサケ科の魚として紹介されてい

た．この他に，タツノオトシゴやウナギなども含まれてい

た．

我が国では幕末期から明治初期には動物学を「勤学」と

呼んでいた．さきに上野は，本講義で「動物学」という言

葉が我が国で最初に使用されたと指摘していたが（４），

加賀藩では明治３年２月に金沢医学館の学則を決めた時

に，講義科目の中に「動物学」と明記していた．この事実

は動物学史の関係からも強調する必要がある．この学則は

黒川良安，大田美農里，津田淳三，田中信吾らにより作成

されたものである（１６）．その上で，明治４年３月から

のスロイスの講義に「斯魯斯氏動物学」が使用されたので

あった（１，１６）．さらに明治７年５月に大田美農里訳

校の｢官許動物学」（３）が石川県学校蔵梓で出版された

次いで田中芳男訳纂の『動物学初編・哺乳類」（１７）が
ヒンジュン

明治７年１１月稟准（明治８年１月序文）力s，博物館蔵

版で出版されていた．

わが国の動物学書は，明治１１年７月に能勢栄訳編の

「中学動物学」巻之１，巻之２，岡山県師範学校蔵版（１

８）（動物生理学を中心とした書），明治１３年９月に平

坂閖編述の『訓蒙動物学」上巻（脊椎動物），下巻（軟体

動物）（１９），明治１６年３月に丹波敬三，柴田承桂

同纂で「普通動物学全」（脊椎動物のみ）（２０）が出版

され、さらに本格的な動物学書として同年４月に宮原直堯

纂訳「中学動物学，前編，後編」（２１）と，明治１８年

１０月に文部省編輯局の出版「動物通解」（岩川友太郎，

佐々木忠次郎編）（２２）とが高等教育のために出版され

ていた．後者の二書はHANicholson，“AManualof

Zoology,，NewYork(1881）（２３）を中心にして編纂され

たものであり，総ての動物類を記載したものであった．「ス

ロイス動物学」（１，２）とこれらの二つの動物学書とを

比較しても，その動物学上の訳語に問題があるにしても，

前者に引けをとるものではなかった．

また、植物学に関しては，加賀藩では明治３年の前記の

学則（１６）に「植物学」を，さらに翌年のスロイスの講

義で「植物学講義」をすでに使用していた．一方，東京で

は「植学」と記した書籍，たとえば『植学訳筌』（小野職

慧訳，田中芳男閲，久保弘道校）が明治７年に文部省から

刊行されていた．

スロイスのオランダ語での動物学講義の翻訳は,分類を

はじめ多くの用語はオランダ語の直訳である．例えば飼甸

動物(kruipendedieren)，光線状動物(staaldieren)であり，現

在の分類名とは異なっていた．また，軟体動物類以下の動

物の分類も十分なものではなかった．これはLubachの動

物学テキストによったものであり，当時の動物学の状況を

反映していた．医学館の伍堂卓爾らの通訳は医学を学んで

いたことから，解剖学的用語は恐らく医学・解剖学の用語

と共通するためにより適切な用語が用いられていた.藤本

純吉の講義録では動物分類の部門名や多くの動物名およ

び学名が原語で記述されているために，Lubachの『動物

学入門」（５）やSchlegel等の図譜（６－１１）を使用し

ての調査は容易であるが，「官許動物学』（３）ではこれ

らが，例えば「フイフェリナシフェタ」とカタカナ書きで

あり，これを調査して“川e〃ｊ"αc睦、”（ジャコウネコ）

と確認するのは容易ではない難読のために，学名を確認

出来ないものも多くみられた．分類表１の作成には，その

様な理由から「藤本動物学」（１）をもとに，Lubachの

「動物学入門」（５）やSchlegel等の図譜（６－１１）で

調査・確認を行って作成した．また「生物学辞典，動物分

類表」（２４）を現行の分類として比較した．この表１a，

表１ｂおよび表２に記載した動物分類は当時（1870年代）

のヨーロッパの動物分類学の様子を示すものであり貴重

な資料である．１９世紀には下等動物類ではまだ十分に動

物学的研究が進んだものではなかったことを示している．

また，わが国では未だ分類学上の用語，門，綱，族，目な

ども，定まっていなかった．その結果，綱，族，属，等，

其－，甲乙などの言葉が使用されていた．

以上,スロイスが金沢医学館で明治４年に行った動物

学講義を，その講義に使用した底本を同定し，それを基に

その講義の具体的内容の検討の一部を記載した.本講義が

我が国最初の「動物学」と名付けた講義であり，その内容

は初めて脊椎動物から原生動物まで広範な動物領域を含

むものであった．これは我が国の近代動物学の歴史の上で

も重要なものである．
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分類表１．ａ、スロイス動物学とLubach,Dierkundeに記載された動物分類表（裂歯動物

脊椎動物門Gewerveldedieren，伽加α〃pelZe伽､、 現行の動物分類

第一種（綱）哺乳動物Zoogdieren,Ｍ〃""α伽．哺乳綱
第一等（目）二手動物Ｂ〃α"α，Hbmosqpje"Ce・ ヒト，サル目，サル亜目，サル下目（狭鼻猿類）

Ｍｂ"gooLFcﾊe",０J"αzsjsc/ie",ﾙﾉﾙﾉ叩jsche",ＭＪ/ejsc/je",Ａ〃e7ﾉﾉhJα"sche〃

第二等（目）四手動物、"α町""2α"α
第一部（亜目）真獺猴S伽α血e， サル目

第一小部古世界獺猴ｓｊ〃αｃｃα『α"ﾙﾉ"αe・（狭鼻猿上科）

第一族Ａ"〃qpo伽α沸々

第一属Orang-oetan(団〃αsaltWws）猩々，

第二属Chimpanze(丘か０９/oの'aF)．チンパンジー，サル下目（狭鼻猿類）
ゴリラ，第三属Gorilla(ＳｇＭﾉﾉﾋJ)．サル下目（狭鼻猿類）

第四属Gibbons(HMo6a嫁α仏加α""s)．テナガザル，サル下目（狭鼻猿類）
第二族（比加"qpjjhec"s)(細猴属）痩獺猴．サル下目（狭鼻猿類）
第三族（Cercqpjﾉﾉiec“）（湖猫）Inuusオナガザル サル下目（狭鼻猿類）

第四族（Cy"CCaP/iα/zJs）Baviaan犬頭獺猴サル下目（狭鼻猿類）
第二小部新世界獺猴(Le'､"ＷＳ,Ｐ、伽ﾉﾉ）

団〃αep/､Ｗ'･ﾊﾉ"αａ(広鼻猿上科）

Brulaap(Ｍﾉcaes）孔猿，
Slingeraap(肱/es）振猿，クモザル，クモザル下目（広鼻猿類）
Rolaap(Ce伽）転倒猿，オマキザル，クモザル下目（広鼻猿類）
Saki(〃んecjα)，クモザル下目（広鼻猿類）
Saimiri(０Jﾉﾉﾉﾉﾉirjx)，マーモセット、クモザル下目（広鼻猿類）
Nachtaap(Ｍ'cmpjﾉﾊｃｃ"s）夜猿，クモザル下目（広鼻猿類）
Zijdeaap(HZZpα/e）絹猿．クモザル下目（広鼻猿類）

第二部（亜目）半獺猴Sporkdieren(Lemurus),(P'０s〃αe）

第一族（Lemz`'）Mococo， キツネザル，キツネザル下目、キツネザル亜目

第二族「ニクチセビ子」（Lorな）キツネザル下目、キツネザル亜目

第三族（MJcmrα耐）大足獺猴

(裂歯動物まで）

コウモリ目（翼手類）

小翼手亜目（Vampyren)．コウモリ亜目

大翼手亜目(Fmgivora）
オオコウモリ、オオコウモリ亜目

第三等（目）手翼動物(、"〃”α）編幅．
第一部Insektenetende（食虫コウモリ）

第二部Vruchtenetende（食果コウモリ）

（〃、p"Ｓｃ〃な）（飛犬）

第四等（目）裂噛動物Verscheurendedieren，ＦＭｚｅ・

第一部無血虫食動物（Insectivora）（食虫科）

Egel(E伽ace"s)，

Spitsmus(Sb7ex)，

Desman(Ｍ′ogzJ/eα）土龍、

Mol(nJlIpα）

Glansmol(。，帆och/orjs)．

第二部肉食動物（Camivora）

第一族砿行動物Zooltreder,Plantigrada

Beer(UkFz4F）クマ、

エースペール（7MZJrc豚）北熊、

Waschbeer(DC〃o"）洗食熊，

Veelvraat(G"ん)，

Ｄaｓ（１Ｗな）アナグマ、

鼬鼠，

第二族半蹄行動物HalfZooltreders，Semiplantigrada．

（川e'7qα,Waartoedecivetkat,J'7Ｖe〃αzj6e伽cα)，

Ichneumen(比ZpaFras)，

Wezel(Ｍｲsrem）獺

モグラ目（食虫類）

ハリネズミ亜目

モグラ亜目

モグラ亜目

ハリネズミ、

トガリネズミ、

モグラ，

ネコ目

ヒグマ、ネコ亜目、

ホッキョククマ、ネコ亜目

アライグマ、 ネコ亜目

クズリ、ネコ亜目

アナグマ、 ネコ亜目

イタチ、ネコ亜目

ジャコウネコ、 ネコ亜目

カニクイマングース、ネコ亜目

カワウソと書かれているが、

学名からイタチである。
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分類表１，ｂ・光線状動物綱に属した動物の分類．

第六綱光線状動物Straaldieren，肋伽α肋、伽､、

植物性動物Plantdieren，ZOOp〃/α・
第一等鰊皮動物、Stekelhuidigen,ＥＣ"伽此”α"、 赫皮動物門

第一族Holothurien,ＨＯ/o伽r肱α、 ナマコ綱

Trepang,ＨＤ/、/j"γｊａｅ伽ﾉﾊﾞ,，ナマコ ニセクロナマコ、マナマコ目、

ＳＩＶ"叩ノユ オオイカリナマコ、イカリナマコ目、

第二族Actinozoen,北""ozoa

Zeeiigels,Zeeklit,ＥＣｈｍｃｊ火α， ホンウニ目、ウニ綱

ZeesteMs花rjdb，ヒトデ． ヒトデ綱

第三族Zeelelien,Ｑｊ"oｊｄｂ（Isocrinoida） ウミユリ目、関節亜綱

第二等Ribbenkwallen,Meloenkwallen,伽"〃ﾉﾚｏｌａａ 有櫛板類

第一族広口性リッペンクワルレン，Wijdmondigen,Ｅ"'Ｗｏｍα/α， クラゲ類

Beroe， ウリクラゲ．ウリクラゲ目、無触毛綱

第二族狭口性リッペンクワルレンNaauwmondigen,S/e"ｏｓｊｏｍａｔｑ クラゲ類

Ｃｅｓｍｍｖｅ"erJs， オピクラゲ，オピクラゲ目、有触毛綱

第三等Hydrasmedusen，町伽asl"e伽sae・ 刺胞動物門（腔腸動物類）

第一族Buisdragers,Sjpho"Ｑｐｈｏｍ、 クダクラゲ目

Ｐｏｚｐｊｍ， ギンカクラゲ、カツオノカンムリ目

Zeeblaas,ＰノリA,αﾉﾉα・ カツオノエボシ、ボウズニラ目

第二族Hydravonnigen,Ｈｙｄｍｄｍ ヒドロ虫類

Hydra， ヤマトヒドラ、ヒドラ亜目、ハナクラゲ目

Zoetwaterpolypvergroot，

Ｄｑｐｈｍａ，
比〃"/とJがα フシバナレウミシバ、ヤワラクラゲ目

第三族ZeenetelMcα"/ｉｑｅ 羽水母類

Zeekwallen,ﾙﾉﾋＪｇｊａ， オキクラゲ、ミズクラゲ目

Ｍ２c/hｨsq

CwJ"αeα ユウレイクラゲ、ミズクラゲ目，
Rhjzosromq・ ビゼンクラゲ目（根口<らげ類）

第四族Annloozen，ａｍｊｏｓｊｅ,α ヒドロ虫類

Ae9zmrea， オワンクラゲ、ヤワラクラゲ目

第四等Veelvoeten,Polypen，Ｐひ(lpi， 多脚動物、腔腸動物

ＰＣ""α、、， ヒカリウミエラ、ウミエラ亜目、ウミエラ目、花虫綱

Zeeveder，

第一族蓋状ポリープ，Kelkpolypen,Cmb′cozoq 鉢虫類

Ｌ"cemarja， ジュウモンジクラゲ目、鉢虫綱
Ｌ"ｃｅｍａ７ｊαα〃c"、 ジュウモンジクラゲ目、鉢虫綱

第二族花状ポリープ,Bloempolypen，肋/hozoq サンゴ．花虫綱

「甲」多花'性,ＰＣ“c伽ｑ
Ａｃ伽α,(ＡＣ伽伽α） イソギンチャク目、六放サンゴ亜綱

ZeekampernoeUa

Zeepaddestoel，

ＦＤ"'9jα， クサピライシ、クサピライシ亜目、イシサンゴ目
Mzeα"drj"α アザミサンゴ亜目、イシサンゴ目

「乙」八花`性,Achtbloemigen,Ocmb/〃α・
Zeeheester,Ａ"rllparhaF，

Koraalplant,ＣＯ、ﾉﾉﾉ"腕． アカサンゴ、サンゴ亜目、ヤギ目、人放サンゴ亜綱、花虫綱

第五等Afgietseldiertjes，、@んsomz， 原生動物門

第一族顛毛'性Trilhaar-infilsiedieren,EPj"ｊｃ〃 繊毛虫類

Klokdiertjes，J'Ｍｊｃｅﾉﾉﾉ"α， ツリガネムシ，ツリガネムシ目、周毛亜綱、貧膜口綱

Ｍｂ"CJS，

７７αcﾉｸe""ｓα"“、

肋c力eﾉﾉzｨＭＭＣ、、

第二族根足性Wortelpootigen,Ｒ肱ＯＰＯ血． 根足類（内質虫類）

Ａ"ioe6adi'7"e"S， アメーバ、アメーバ目、根足虫上綱

veel-kamerigen，Ｆｏｍ〃"淀re"，

第三族Gregarinen,Ｇ'egarj"α・ 胞子虫類
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分類表２．スロイス動物学で引用されたすべての動物の等（目）と対応した現行の分類目

7８－

動物類種(類）等(目） 現行の分類目 種(類）等(目） 現行の分類目

無脊椎動物

関節動物昆虫類

甲状翼類

(直翅目）

網翼虫類

鐵襲翼虫類

膜状翼虫類

鱗状翼虫類

半翼虫類

二翼虫類

蜘蛛状動物aQZpagｺﾞﾋﾒａ

厩edZpaZp身

王もudbscQIpzQnes

ｍａＬｍ鋲dａ

真性蜘蛛類

ＡｃｍＺｎａ

ChZqpada

Lingnatvelma

海蜘蛛類

節足動物類

昆虫類甲虫目

直翅目

トンボ目、カゲロウ目

ネジレバネ目

膜翅目

鱗翅目

半翅目

双翅目

ダニ亜綱ヒヨケムシ目

クモ綱サソリ目

ダニ亜綱カニムシ目

ダニ亜綱ザトウムシ目

クモ綱クモ目

ダニ亜綱コナダニ亜目

ウミグモ綱ウミグモ目

貝殻動物

十足類

口脚貝殻動物類

蚤蟹類

同脚貝殻動物類

葉状脚先動物類

Knodssprietigen

長脚貝殻動物類

前髪脚貝殻動物類

魚軋類

不同脚貝殻動物類

節足動物類

甲殻類十脚目

甲殻類口脚目

甲殻類端脚目

甲殻類等脚目

甲殻類葉脚目

甲殻類

甲殻類蔓脚目

甲殻類

甲殻類

甲殻類蔓脚目

RingwormenBorsteldragers
(環形動物）水蛭類

回転虫類

條虫附属物類

輪動動物類

環形動物類貧毛目

環形動物類姪目

扇｢形動物類渦虫目

線形動物類線虫目、鉤頭虫目

扁形動物類吸虫目、条虫目

輪形動物類輪形目

柔軟動物有頭柔軟動物類

貝殻柔軟動物類

皮嚢柔軟動物類

苔柔軟動物類

軟体動物類頭足目

軟体動物類腹足目

原索動物類ホヤ目

擬軟体動物類コケムシ目

光線状動物鰊皮動物類

(原生動物）Ribbenkwallen

m7drasmedusen
Veelvoeten

AfEietseldiertjes

練皮動物類ナマコ目、ヒトデ目、ウミユリ目

腔腸動物類クラゲ目

腔腸動物類クラゲ目、ヒドロ虫目

腔腸動物類サンゴ虫目

原生動物類有毛目、根足目、胞子虫目

脊椎動物

哺乳動物二手類

四手類

手翼類

裂噛類

嘱触類

無歯類

反澗類

一爪類

多爪類

鯨状類

懸嚢類

烏噛類

禽類動物鷲鳥類第一族

第二族

第二夜鷲鳥

鱒鳥類(燕雀目）

細購鳥

有歯噛鳥

氷柱状噛烏

破裂噛鳥

嚢鳥類

第一部蝋噛烏

第二部裸噛烏

第一族

第二族

第三族

鶏状鳥類

脚歩鳥類

浮遊鳥類

霊長類ヒト･サル目

鍍長類サル目

翼手類コウモリ目

食虫類､食肉類モグラ目、ネコ目

謁歯類 ネズミ目

貧歯類アリクイ目

偶蹄類ウシ目

奇蹄類ウマ目

長鼻類ゾウ目

鯨類ヒゲクジラ目、ハクジラ目

有袋類フクロネズミ目

単孔類カモノハシ目

タカ目 タカ亜目

タカ目コンドル亜目

フクロウ目フクロウ目

キツツキ目キツツキ亜目

プソポウゾウ目ブソポウソウ亜目

スズメ目スズメ亜目

スズメ目ｽｽﾞﾒ亜目

ヨタカ目ヨタカ亜目

オウム目オウム目

キツツキ目オオハシ亜目

キツツキ目キツツキ亜目

ホトトギス目ホトトギス目

ハト目 ハト亜目

キジ目キジ目

ツル目ツル亜目

ウミツバメ目カモメ亜目

倒甸動物亀くつ類

蜥蜴類

蛇類

蝦墓類

蝶蠣類

蛇体蝦墓状動物類

は虫類､無窩類亀目、カメ

は虫類､恐竜類ワニ目、ワニ

は虫類､有鱗類蛇亜目、ヘビ

両生類､跳躍類無尾目、カエル

両生類､空椎類有尾目､イモリ

両生類､空椎類裸蛇目、アシナシイモリ

魚類硬骨魚類

軟鰭魚類

固定顎魚類

総状鯉魚類

光輝鱗魚類

横噛魚類

円噛魚類

狭心魚類

硬骨魚類スズキ目

条鰭類真骨類カレイ目、タラ目

裸歯亜目フグ目

冠鯉目タツノオトシゴ目

軟鰭魚類､軟質目チョウザメ目

軟鰭魚類､横口目フカ目

軟鰭魚類､円口目ヤツメウナギ目

脊索動物､薄心類ナメクジウオ目


